
JIS番号
（ISO番号）

JIS Z 3211
（ISO 2560）
（ISO 18275）

軟鋼、高張力鋼及び
低温用鋼用被覆
アーク溶接棒

2008年12月20日
軟鋼，引張強さが490 N/mm2級～830 N/mm2

級の高張力鋼，及び低温用鋼の溶接に使用す
る被覆アーク溶接棒

旧JIS Z 3212及び3241を廃止し、こ
のJISに統合した
種類区分の冠詞：「D」から「E」へ

JIS Z 3312
（ISO 14341）
（ISO 16834）

軟鋼，高張力鋼及び
低温用鋼用のマグ
溶接及びミグ溶接ソ
リッドワイヤ 2009年2月20日

軟鋼，引張強さが490 MPa級～830 MPa級の高
張力鋼及び低温用鋼に用いるマグ溶接及びミ
グ溶接用ソリッドワイヤ

種類区分の冠詞：「YGW」、「YGL」か
ら「G」へ、ただし　旧JIS Z 3312で規
定していた「YGW11」～「YGW18」の
種類名称も使用できることとした
旧JIS Z 3325を廃止し、このJISに統
合した

JIS Z 3313
（ISO 17632）
（ISO 18276）

軟鋼，高張力鋼及び
低温用鋼用アーク溶
接フラックス入りワイ
ヤ

2009年2月20日

軟鋼，引張強さが490 MPa級～830 MPa級の高
張力鋼及び低温用鋼に用いるガスシールド
アーク溶接及びセルフシールドアーク溶接用フ
ラックス入りワイヤ

　種類区分の冠詞：「YFW」、「YFL」
から「T」へ

JIS Z 3316
（ISO 636）
（ISO 16834）

軟鋼，高張力鋼及び
低温用鋼用のティグ
溶接用溶加棒及び
ソリッドワイヤ

2010年度の予定

軟鋼，引張強さが490 MPa級～830 MPa級の高
張力鋼及び低温用鋼に用いるティグ溶接に使
用する溶加棒及びソリッドワイヤ

種類区分の冠詞：「YGT」から「W」へ

JIS Z 3223
（ISO 3580）

モリブデン鋼及びク
ロムモリブデン鋼用
被覆アーク溶接棒 2010年2月22日

フェライト系及びマルテンサイト系の低合金鋼で
あって耐クリープ性をもつモリブデン鋼及びクロ
ムモリブデン鋼用の溶接後熱処理を行って使
用する被覆アーク溶接棒

種類区分の冠詞：「DT」から「E」へ

JIS Z 3317
（ISO 21952）

モリブデン鋼及びク
ロムモリブデン鋼用
のガスシールドアー
ク溶接用溶加棒及
びソリッドワイヤ

2010年度の予定

モリブデン鋼及びクロムモリブデン鋼に用いる
ティグ溶接に使用する溶加棒及びソリッドワイ
ヤ（以下，ワイヤという。）並びにマグ溶接及び
ミグ溶接に使用するワイヤ

種類区分の冠詞：「YG」から「G」「W」
へ

JIS Z 3318
（ISO 17634）

モリブデン鋼及びク
ロムモリブデン鋼用
マグ溶接フラックス
入りワイヤ

2010年2月22日

低合金鋼であって耐クリープ性をもつモリブデ
ン鋼及びクロムモリブデン鋼のマグ溶接に溶接
後熱処理を行って使用するフラックス入りワイ
ヤ

種類区分の冠詞：「YF」から「T」へ

JIS Z 3221
（ISO 3581）

ステンレス鋼被覆
アーク溶接棒 2008年3月20日

クロム11％以上及びニッケル37％以下の溶着
金属を生成するステンレス鋼被覆アーク溶接棒

種類区分の冠詞：「D」から「ES」へ

JIS Z 3321
（ISO 14343）

ステンレス鋼溶加
棒、ソリッドワイヤ及
び鋼帯 2010年3月23日

ティグ溶接，ミグ溶接，帯状電極肉盛溶接など
に用いるステンレス鋼溶加棒，ソリッドワイヤ及
び鋼帯

旧JIS Z 3324に規定したソリッドワイ
ヤ及び旧JIS Z 3322に規定した帯状
電極をこのJISに統合した
種類区分の冠詞：「Y」から「YS」「BS」
へ

JIS Z 3323
（ISO 17633）

ステンレス鋼アーク
溶接フラックス入りワ
イヤ及び溶加棒 2007年4月20日

クロム10.5％以上及びニッケル23％以下の溶
着金属を生成する，ステンレス鋼フラックス入り
ワイヤ及びフラックス入り溶加棒

種類区分の冠詞：「YF」から「TS」へ

JIS Z 3324

サブマージアーク溶
接によるステンレス
鋼溶着金属の品質
区分及び試験方法

2010年3月23日

サブマージアーク溶接によって得られるステン
レス鋼溶着金属の品質区分及び試験方法

サブマージアーク溶着金属の品質区
分及び試験方法のみとした

JIS Z 3322

ステンレス鋼帯状電
極肉盛溶接材料の
品質区分及び試験
方法

2010年3月23日

ステンレス鋼のサブマージアーク及びエレクトロ
スラグ帯状電極肉盛溶接によって得られる溶
接金属の品質区分及び試験方法

肉盛溶接金属の品質区分及び試験
方法のみとした

JIS Z 3351
（ISO 14171）
（ISO 26304）

炭素鋼及び低合金
鋼用サブマージアー
ク溶接ソリッドワイヤ 現行JISのまま

炭素鋼及び低合金鋼（高張力鋼、耐熱鋼、低温
用鋼及び耐候性鋼）のサブマージアーク溶接に
使用する鋼ソリッドワイヤ

改正せず

JIS Z 3352
（ISO 14174）

サブマージアーク溶
接用フラックス

2010年3月23日

ワイヤ又は帯状電極を用いて行う，軟鋼，高張
力鋼，モリブデン鋼，クロムモリブデン鋼，低温
用鋼，耐候性鋼，ステンレス鋼，耐熱鋼，ニッケ
ル及びニッケル合金の継手溶接及び肉盛溶接
に適用するフラックス

９％Ni鋼用を除くサブマージアーク溶
接用フラックスに適用を拡大
種類区分の冠詞：「FS」から「S」へ

JIS Z 3183

炭素鋼及び低合金
鋼用サブマージアー
ク溶着金属の品質
区分及び試験

現行JISのまま

炭素鋼及び低合金鋼（高張力鋼、耐熱鋼、低温
用鋼及び耐候性鋼）の溶接に用いられるサブ
マージアーク溶接材料によって得られる溶着金
属の品質区分及び試験方法

改正せず

表４　ISO整合化JIS改正の進捗状況（１）

改正公示日 適用範囲 旧JISとの関係名称

サブマー
ジアーク
溶接材料

軟鋼、高
張力鋼及
び低温用
鋼用溶接
材料

低合金耐
熱鋼用溶
接材料

ステンレ
ス鋼溶接
材料

本稿は、日本溶接協会機関誌「溶接技術」2010年4月号に掲載されたものをもとに、
直近の動向を踏まえ一部修正しております。記述内容は2010年3月末日現在のものです。



JIS番号
（ISO番号）

JIS Z 3224
（ISO 14172）

ニッケル及びニッケ
ル合金被覆アーク溶
接棒

2010年2月22日

ニッケル含有量が他の成分の含有量を超える
溶着金属を生成する，ニッケル及びニッケル
合金被覆アーク溶接棒

種類区分の冠詞：「D」から「E」へ

　JIS 無し
（DIS 12153）

ニッケル及びニッケ
ル合金フラックス入
りワイヤ

ISO制定手続き中
ティグ溶接，ミグ溶接，サブマージアーク溶接
及び帯状電極肉盛溶接に用いる，ニッケル及
びニッケル合金フラックス入りワイヤ

現在、JISで規定されていない製品
の種類

JIS Z 3334
（ISO 18274）

ニッケル及びニッケ
ル合金溶加棒、ソ
リッドワイヤ並びに
帯

2010年度の予定

ティグ溶接，ミグ溶接，サブマージアーク溶接
及び帯状電極肉盛溶接に用いる，ニッケル及
びニッケル合金溶加棒，ソリッドワイヤ並びに
帯

旧JIS Z 3324に規定したソリッドワ
イヤ及び旧JIS Z 3322に規定した
帯状電極をこのJISに統合した

JIS Z 3225
９％ニッケル鋼用被
覆アーク溶接棒 現行JISのまま

９％ニッケル鋼の溶接に使用する高ニッケル
系被覆アーク溶接棒

JIS Z 3332

９％ニッケル鋼用
ティグ溶加棒及びソ
リッドワイヤ

現行JISのまま

９％ニッケル鋼のティグ溶接に使用する、高
ニッケル系の溶加棒及びソリッドワイヤ

JIS Z 3333

９％ニッケル鋼用サ
ブマージアーク溶接
ソリッドワイヤ及びフ
ラックス

現行JISのまま

９％ニッケル鋼のサブマージアーク溶接に使
用する高ニッケル系の溶接ソリッドワイヤ及び
フラックス

JIS Z 3214
（ISO 2560）

耐候性鋼用被覆
アーク溶接棒

ISO整合化JISの改
正素案作成中

耐候性鋼の溶接に使用する被覆アーク溶接棒

JIS Z 3315
（ISO 14341）

耐候性鋼用炭酸ガ
スアーク溶接ソリッド
ワイヤ

ISO整合化JISの改
正素案作成中

耐候性鋼の炭酸ガスアーク溶接に使用するソ
リッドワイヤ

JIS Z 3320
（ISO 17632）

耐候性鋼用炭酸ガ
スアーク溶接フラック
ス入りワイヤ

ISO整合化JISの改
正素案作成中

耐候性鋼の炭酸ガスアーク溶接に使用するフ
ラックス入りワイヤ

JIS Z 3231

銅及び銅合金被覆
アーク溶接棒

現行JISのまま

銅及び銅合金の溶着金属を得る被覆アーク溶
接棒

JIS Z 3341
（ISO 24373）

銅及び銅合金イナー
トガスアーク溶加棒
及びソリッドワイヤ

ISO整合化JISの改
正素案作成中

ティグ溶接、ミグ溶接などのイナートガスアーク
溶接に用いる銅及び銅合金溶加棒並びにソ
リッドワイヤ

ISO整合化JISの改正素案検討中

Al及びAl
合金溶接
材料

JIS Z 3232
（ISO 18273）

アルミニウム及びア
ルミニウム合金の溶
加棒及び溶接ワイヤ 2009年7月20日

ミグ溶接、ティグ溶接及び酸素－アセチレン溶
接に使用するアルミニウム及びアルミニウム
合金の溶加棒及び溶接ワイヤ

種類区分の冠詞：旧JISで使用され
てきた「A」をそのまま使用できるこ
ととした他、ISOの「Al」も用いえるこ
ととした

JIS Z 3251
硬化肉盛用被覆
アーク溶接棒 現行JISのまま

鉄及び鋼の表面の硬化肉盛を目的とする被覆
アーク溶接棒

JIS Z 3326

硬化肉盛用被覆
アーク溶接フラックス
入りワイヤ

現行JISのまま

鉄及び鋼の表面の硬化肉盛を目的とするガス
シールドアーク溶接及びセルフシールドアーク
溶接用フラックス入りワイヤ

鋳鉄用溶
接材料

JIS Z 3252
（ISO 1071）

鋳鉄用被覆アーク溶
接棒 ISO整合化JISの改

正原案作成中

鋳鉄の溶接に使用する被覆アーク溶接棒に加
えて、ISO整合化JISではソリッドワイヤ及びフ
ラックス入りワイヤを適用範囲とする

Ti及びTi
合金溶接
材料

JIS Z 3331
（ISO 24034）

チタン及びチタン合
金溶加棒及びソリッ
ドワイヤ

2010年度の予定

ティグ溶接、ミグ溶接、プラズマ溶接、電子
ビーム溶接、レーザ溶接などに使用するチタン
及びチタン合金溶接用溶加棒（以下、棒とい
う。）及びソリッドワイヤ

種類区分の冠詞：「YTB」「YTAW」
から「STi」へ

JIS Z 3319
エレクトロガスアーク
溶接用フラックス入
りワイヤ

現行JISのまま
軟鋼、490N/mm2 級高張力鋼、590N/mm2 級
高張力鋼及び低温用炭素鋼のエレクトロガス
アーク溶接に使用するフラックス入りワイヤ

JIS Z 3353

軟鋼及び高張力鋼
用エレクトロスラグ溶
接ソリッドワイヤ並び
にフラックス

現行JISのまま

軟鋼、引張強さ490N/mm2 級高張力鋼及び引
張強さ590N/mm3 級高張力鋼のエレクトロス
ラグ溶接に使用するソリッドワイヤ、フラックス
及び消耗ノズル

名称 改正公示日 適用範囲

表４　ISO整合化JIS改正の進捗状況（２）

硬化肉盛
用溶接材
料

エレガス
及びエレ
スラ溶接
材料

旧JISとの関係

耐候性鋼
用溶接材
料

銅及び銅
合金溶接
材料

我が国特有の規定JISであり、ISO
整合化から除外する（溶着金属の
機械的性能として、JISではｰ196℃
シャルピー衝撃エネルギーを規定）

ニッケル
及びニッ
ケル合金
溶接材料

９％ニッ
ケル鋼用
溶接材料

我が国には、特有成分による耐候
性鋼材があるため、ISOとの整合を
どのようにするかを検討中

本稿は、日本溶接協会機関誌「溶接技術」2010年4月号に掲載されたものをもとに、
直近の動向を踏まえ一部修正しております。記述内容は2010年3月末日現在のものです。


